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日本の季節は寒い冬から暑い夏まで、季節ごとに大きな特色がいく
つもあるため、一年を二十四に区分した二十四節気があり､更にそ
れを三等分して七十二に分け、それぞれに美しい名称を付けて、
自然を見つめ時節を感じる目安として重宝されている七十二候があ
る――日本固有の季節感/自然観からもたらされる七十二候につい
て、｢二十四節気における時期｣｢名付けの由来とエピソード｣｢自然
の恵みと風物詩｣｢関連する年中行事と祭り｣「わかりやすい英語に
よる説明」という小見出しを設けて、様々なウンチクも交えながら、
明解な日本語と平易な中学英語で解説するユニークな事典。

歴史的文化的な日本語解説と平易な英語表現

●具体的でわかりやすい歴史的･文化的な背景解説
●英語ではどのように説明すればよいかがハッキリわかる
●読みやすいように英語表現は日本語解説後に配置
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氷の粒どうしがぶつかり合うと静電気が発生し、積乱雲の内部に静電気が
溜まっていきます。雲の中にその静電気が大量に溜まってくると、耐えき
れなくなって激しいゴロゴロという音とピカッという光を出しながら、地
表上の静電気に流れていくのです。これがカミナリです。
　カミナリは、その直撃を受けると80％の人は亡くなるといわれるほどに
危険なもので、月毎に差はあるものの年間を通して発生しています。地域
的には、 4月から 9月は太平洋側、10月から 3月は日本海側で多く発生す
るカミナリですが、全体的にみると 8月に圧倒的に多く発生しています。
雷乃収声には、その 8月が過ぎ、やっと怖いカミナリから解放されるとい
う人々の喜びの気持ちがよく表れています。

　我が国には古くから、春と秋に先祖を敬い、亡くなった人々をしのんで
供養する「お彼岸」という習慣がありました。彼岸には、あの世を意味す
る向こう側の岸、迷いから脱して煩悩を超越した悟りの境地、春分の日と
秋分の日を中

ちゅう
日
にち
とする前後各 7日間、その期間に行う仏事、などという意

味があります。お彼岸にはご馳走を作り、収穫した作物などとともに墓前
や仏前に供えていましたが、江戸時代にぼた餅を作って仏前に供え、それ
を隣近所や親族との間で贈り合うという習慣が生まれました。
　ぼた餅は、コメをゆるめに搗

つ
いた餅を小

あずき
豆の餡

あん
で包んだものです。それ

を仏前に供えたのは、小豆には邪気を祓
はら
い、厄

やく
を避

よ
ける力が備わっている

と信じられていたからです。やがてぼた餅は春のお彼岸に、そして秋のお
彼岸には、おはぎを供えるようになります。同じ菓子でありながら、その
呼び方が違った理由にはいろいろあるようですが、春のお彼岸には春に咲
く牡

ぼ
丹
たん
の花に見立てて「ぼた餅」と呼び、秋のお彼岸には秋に咲く萩

はぎ
の花

に見立てて「おはぎ」と呼んだという説が有力のようです。
　秋はキノコの季節ですが、日本原産で古来日本人に馴染み深く、またそ
れを食用としているのは日本人だけと言われるのがナメコです。ナメコ
は、その全体を覆

おお
うぬめりから「滑

なめ
らっ子」と名付けられていたものが滑

なめ

子
こ
に転訛したものと言われます。一般に流通しているナメコはおがくずな
どを使って菌床栽培されているもので、ブナの木などに群生している天然
のなめこが出回るのは 9～11月ごろです。
　このころに旬を迎える魚介類にハゼがいますが、秋分のころに釣れるハ

❖ Shūbun ❖

46th Micro-season: Thunder Ceases（Kaminari sunawachi koe wo osamu）

　本候は春分の末候 3月31日ごろから
4月 4日ごろまでの雷

かみなりすなわちこえをはっす
乃 発 声と対

になる時候で、秋分の初候にあたる 9
月23日ごろから27日ごろまでの 5日間
にあたります。
　秋分は、春分と同じように昼夜の長
さがほぼ等しくなる日のことで、秋の
彼岸の中日にあたります。我が国で
は、季節上の 1つの区切りになるという意味で、春分の日に対応する「秋
分の日」として法律により採用されました。1948年制定の「国民の祝日に
関する法律」によれば、秋分の日は「祖先をうやまい、なくなった人々を
しのぶ」日とされています。ただし、春分の日と秋分の日は、法律に具体
的な月日は定められていません。
　この両日は、天文学上の言葉である「春分日」と「秋分日」とされてい
て、国立天文台が毎年 2月に公表する暦

れき
要
よう
項
こう
により、翌年の春分の日と秋

分の日の日にちが確定されます。これは、地球の運行状態が絶えず変化し
ているためです。国立天文台は、地球の運行状態などが現在と変わらない
と仮定して予想した2050年までの日付けを公表していますが、秋分の日は
9月23日か 9月22日のいずれかになっています。

　カミナリ（雷）は、第十二候の雷乃発声でも触れたように、「神
かみ
鳴
な
り」

がもとになっています。その名の通り、雷雲（雷の原因となる雲で、多く
は積乱雲）の中や雷雲と地表との間で生じる放電現象、またはこれに伴う
「音」を意味します。一方、その際に発する光の方は、イナヅマ（稲妻）
やイナビカリ（稲光）と呼び、音と光を区別する傾向があります。
　積乱雲の中には、非常に強い上昇気流と多量の水や氷の粒があり、その
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被害を及ぼす厳しいもので、この被害を霜
そう
害
がい
と言います。野菜の中には、

自己防衛力を発揮して、厳しい寒さに対応する野菜類もあります。冬の野
菜は90％以上が水分のため、気温が氷点下に下がると凍ってしまいかねま
せん。そこで、霜が降りるほどの気温にさらされたホウレンソウやハクサ
イなどは、自分たちが細胞内にため込んでおいたデンプンを糖分に換えて
凍結を防ごうとします。厳寒期の冷たい空気に野菜をさらすことを「寒

かん
じ

め」と言いますが、寒じめされた野菜が甘いのはそのためです。

　秋の霜が降りるころに北海道や東北で、産卵のために川をのぼってくる
サケを秋味、あるいは秋鮭と呼び、特に川にあがる前に沖合で漁獲される
ものが上級品種とされます。サケは、本州中部以北・朝鮮半島・極東ロシ
ア・アラスカ・カナダ・米国カリフォルニア州に分布しているサケ科の硬
骨魚ですが、カラフトマスなどサケ科サケ属魚類の総称でもあります。そ
の語源は、アイヌ語のサキぺ（夏の食物）と言われます。
　産卵前で身が締まっている秋味は、白子や卵の成長のために体脂肪が使
われ、脂は少なめであっさりしています。そのため、塩焼き・ムニエル・
オーブン焼き・ホイル焼きなどの焼き物や、大根との炊合わせ・シチュー
など多様な料理に向いています。
　サケには良質なタンパク質が多く含まれている上に、記憶能力の向上
や、動脈硬化・心筋梗塞・脳梗塞・糖尿病など生活習慣病の予防効果があ
るとされる EPAとDHAも豊富です。さらにコレステロールの代謝促進
や肝臓の機能強化に効果があるとされるタウリン・抗酸化機能（老化抑
制）があるアスタキサンチン、なども豊富に含まれています。
　この時期に収穫されたばかりの蕎

そ
麦
ば
を新そばと呼びます。新そばは、香

りが高く、風味が良く、蕎麦本来の香りや風味を楽しむことができます。
新そばとそばの違いは、収穫したてであるかどうかです。蕎麦は、種をま
いてから90日ほどで収穫できる成長の早い植物で、ふつう夏と秋の 2回収
穫され、それぞれ夏そば・秋そばと呼ばれますが、多くの場合「新そば」
と言えば秋そばを指します。
　新そばの特徴は、色・味・香りが格段に優れていることです。それは、
新そばが夏の太陽をたっぷりと浴びて育ったためであり、小さなそばの実
一つひとつに、そば特有の風味とこうばしい香りが詰まっているからで

❖ Sōkō ❖

52nd Micro-season: Frost Begins to Fall（Shimo hajimete furu）

　霜は、晴天無風の夜から明け方にか
けて、地表面付近の気温が氷点下にな
った時に、空気中の水蒸気が地表や地
上にある物に接触して昇華し、白色の
氷の結晶となったものです。また、窓
ガラスの表面や冷凍庫などの内部に付
着する氷の結晶も霜と呼んでいます。
　霜が降りる条件は気温が摂氏 4度以
下になった時と言われます。この霜始降は新暦で10月24日ごろから28日ご
ろまでの時期を表しますが、この時期に気温が摂氏 4度以下になるのは、
北海道や東北地方、また山間部です。都市部でその程度まで気温が下がる
のは11月下旬から12月初旬ですので、二十四節気「霜

そう
降
こう
」の初候「霜始

降」のとおり、実際に初霜が降りるのはまだ先のことになります。
　霜は大地の表面だけではなく、草花や木の葉にも降ります。よく晴れた
夜の翌朝に霜ができやすいのですが、土・草花・木の葉が氷の結晶をまと
い、朝日を浴びてキラキラと輝いている姿を眺めるのは楽しいものです。
しかし、その楽しみを味わうことができるのも早朝のいっときだけで、少
し暖かくなってくると霜はすぐに消えてしまいます。

　霜は、表題のとおり、「降りる」と言いますが、これは昔の人々は霜も
雨や雪と同じように空から降

ふ
ってくるもの、降

お
りてくるものと考えていた

からだと言います。また、霜は露が白く凍ったものであるとも考え、さら
に草木を萎

な
えしぼませるものとも思われていました。霜が降る時期を過ぎ

れば、やがて氷が硬く張る厳しい時期が来ることを経験から知っていた昔
の人々は、霜を災難の前の小さな兆候ともみなしていたようです。
　秋の末に降りる霜を「秋の霜」と呼びますが、秋の霜は農作物に多大な

菊乃井  主人

村田 吉弘 氏が絶賛！
日本における季節の美しさや移ろいを、
わかりやすいウンチクとやさしい英語で
表現。小さな宝石箱のような本です。

日本料理無形文化遺産登録に尽力

丸 善 出 版

Ⓒ菊乃井

※電子版発売、および販
売ストア等は変更にな
る場合がございます。

日本のこよみ
英語表現事典
二十四節気七十二候／暦と風物詩をたのしむ
The Guide to The Japanese Traditional Calender



目  次

【初秋 Early autumn】
●二十四節気：立秋 Risshū  【第三十七候】涼風至 すずかぜいたる/【第三十八
候】寒蟬鳴 ひぐらしなく/【第三十九候】蒙霧升降 ふかききりまとう
●二十四節気：処暑 Shosho  【第四十候】綿柎開 わたのはなしべひらく/【第四十
一候】天地始粛 てんちはじめてさむく/【第四十二候】禾乃登 こくものすなわちみのる

【仲秋 Middle autumn】
●二十四節気：白露 Hakuro  【第四十三候】草露白 くさのつゆしろし/【第四十四
候】鶺鴒鳴 せきれいなく/【第四十五候】玄鳥去 つばめさる
●二十四節気：秋分 Shūbun  【第四十六候】雷乃収声 かみなりすなわちこえをおさむ
/【第四十七候】蟄虫坏戸 むしかくれてとをふさぐ/ 【第四十八候】水始涸 みずはじめてかるる

【晩秋 Late autumn】
●二十四節気：寒露 Kanro  【第四十九候】鴻雁来 こうがんきたる/【第五十候】菊
花開 きくのはなひらく／【第五十一候】蟋蟀在戸 きりぎりすとにあり
●二十四節気：霜降 Sōkō 【第五十二候】霜始降 しもはじめてふる/【第五十三
候】霎時施 こさめときどきふる／【第五十四候】楓蔦黄 もみじつたきばむ

【初冬 Early winter】
●二十四節気：立冬 Rittō  【第五十五候】山茶始開 つばきはじめてひらく/【第五
十六候】地始凍 ちはじめてこおる/【第五十七候】金盞香 きんせんかさく
●二十四節気：小雪 Shōsetsu  【第五十八候】虹蔵不見 にじかくれてみえず/【第
五十九候】朔風払葉 きたかぜこのはをはらう／【第六十候】橘始黄 たちばなはじめてきばむ

【仲冬 Middle winter】
●二十四節気：大雪 Taisetsu  【第六十一候】閉塞成冬 そらさむくふゆとなる/
【第六十二候】熊蟄穴 くまあなにこもる/【第六十三候】鱖魚群 さけのうおむらがる
●二十四節気：冬至 Tōji  【第六十四候】乃東生 なつかれくさしょうず/【第六十五
候】麋角解 さわしかのつのおつる/【第六十六候】雪下出麦 ゆきわたりてむぎのびる

【晩冬 Late winter】
●二十四節気：小寒 Shōkan 【第六十七候】芹乃栄 せりすなわちさかう/【第六十
八候】水泉動 しみずあたたかをふくむ/【第六十九候】雉始雊 きじはじめてなく
●二十四節気：大寒 Daikan 【第七十候】款冬華 ふきのはなさく/【第七十一候】
水沢腹堅 さわみずこおりつめる／【第七十二候】雞始乳 にわとりはじめてとやにつく

【初春 Early spring】
●二十四節気：立春 Risshun   【第一候】東風解凍 はるかぜこおりをとく/【第二
候】黄鶯睍睆 こうおうけんかんす/【第三候】魚上氷 うおこおりにあがる
●二十四節気：雨水 Usui   【第四候】土脉潤起 つちのしょううるおいおこる/【第五
候】霞始靆 かすみはじめてたなびく/【第六候】草木萌動 そうもくめばえうごく

【仲春 Middle spring】
●二十四節気：啓蟄 Keichitsu  【第七候】蟄虫啓戸 すごもりむしとをひらく/【第八
候】桃始笑 ももはじめてさく/【第九候】菜虫化蝶 なむしちょうとなる
●二十四節気：春分 Shunbun  【第十候】雀始巣 すずめはじめてすくう/【第十一
候】桜始開 さくらはじめてひらく/【第十二候】雷乃発声 かみなりすなわちこえをはっす

【晩春 Late spring】
●二十四節気：清明 Seimei  【第十三候】玄鳥至 つばめきたる/【第十四候】鴻雁
北 こうがんかえる/【第十五候】虹始見 にじはじめてあらわる
●二十四節気：穀雨 Kokuu-u  【第十六候】葭始生 あしはじめてしょうず/【第十七
候】霜止出苗 しもやんでなえいずる/【第十八候】牡丹華 ぼたんはなさく

【初夏 Early summer】
●二十四節気：立夏 Rikka  【第十九候】鼃始鳴 かわずはじめてなく/【第二十候】
蚯蚓出 みみずいづる/【第二十一候】竹笋生 たけのこしょうず
●二十四節気：小満 Shōman  【第二十二候】蚕起食桑 かいこおきてくわをはむ/
【第二十三候】紅花栄 べにばなさかう/【第二十四候】麦秋至 ばくしゅういたる

【仲夏 Middle summer】
●二十四節気：芒種 Bōshu  【第二十五候】蟷螂生 かまきりしょうず/【第二十六
候】腐草為蛍 ふそうほたるとなる/【第二十七候】梅子黄 うめのみきばむ
●二十四節気：夏至 Geshi  【第二十八候】乃東枯 なつくさかるる/【第二十九候】
菖蒲華 あやめはなさく/【第三十候】半夏生 はんげしょうず

【晩夏 Late summer】
●二十四節気：小暑 Shōsho  【第三十一候】温風至 あつかぜいたる/【第三十二
候】蓮始開 はすはじめてひらく/【第三十三候】鷹乃学習 たかすなわちわざをならう
●二十四節気：大暑 Taisho  【第三十四候】桐始結花 きりはじめてはなをむすぶ/【第
三十五候】土潤溽暑 つちうるおうてむしあつし/【第三十六候】大雨時行 たいうときどきふる

参考文献 / 和文索引/ 英文索引

暦とは/日本における暦の歴史/二十四節気とは/七十二候とは/慣習と暦
What is a Calendar?/Historical Development of Calendars in Japan/The 24 Solar Terns (Nijūshi sekki)

第II部  二十四節気と七十二候  The 24 Solar Terms and the 72 Micro-seasons

第 I 部  日本の暦  Japanese Calendar

お名前
ご住所　〒

TEL

取 扱 店

※ご注文いただいた個人情報は、書店、取次（流通）、弊社間での商品手配の目的に利用させていただきます。

ご注文はお近くの書店まで

注
　
　
文
　
　
書

web.22.Ie

日本のこよみ英語表現事典  定価4,620円（本体4,200円+税10%）  ISBN978-4-621-31050-22024年12月刊行予定 冊

冊

三宮 優子・森本 真理・藤尾 美佐・中道 キャサリン 著 
WANOBI 和の美 編集協力
四六判・320頁 定価4,400円（本体4,000円＋税10%）
ISBN 978-4-621-30725-0

歴史・寺社・芸能・伝統文化・行事など多岐にわたる京都の様々な魅
力的話題について、英語で表現できるようになるユニークな事典。

京都伝統文化の英語表現事典
亀田 尚己・三宮 優子・中道 キャサリン 著 
　
四六判・316頁 定価4,180円（本体3,800円＋税10%）
ISBN 978-4-621-30538-6

日本文化に大いに貢献した人物を幅広く全時代から厳選。人物の生い
立ちや功績を日本語解説と英語表現でわかりやすく解説。

日本伝統文化の英語表現事典 【人物編】

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-17
神田神保町ビル 営業部
TEL(03)3512-3256  FAX(048)852-5591（受注センター）

https://www.maruzen-publishing.co.jp

最新情報・詳細はこちらから
丸善出版ホームページへ


